
 

２０２１年７月２１日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

なにわなんでも大阪検定×Osaka Book One Project 

タイアップについて 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「Osaka Book One Project」とのタイアップについて 
 

○ Osaka Book One Project は、大阪の問屋と本屋が「ほんまに読んで欲しい１冊」を選び、

その本の販売で得られた収益の一部で、大阪の子供達に本を寄贈するプロジェクト。   

２０１３年から始まり、今回で９回目。 

 

○ 「大阪ほんま本大賞」は、大阪に関係する著者・内容の既刊書籍を掘り起こすという趣旨

で実施。「大阪人にお薦めする、大阪に関係する小説」を対象に、出版社・書店員が推薦し

た作品の中から大賞を決定する。 

 

○ 大阪検定では、第１０回検定（２０１８年度）より、Osaka Book One Project とタイアッ

プし、「大阪ほんま本大賞」の大賞受賞作品から試験問題の一部を出題している。また、大

阪府内および関西近隣エリアの書店（約９００店）で、受賞作品のＰＯＰなどに大阪検定

のＰＲ（ロゴやシンボルマーク）を掲載する。 

 

○ ２０２１年度の「大阪ほんま本大賞」受賞作品には、『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』（著者：

大島真寿美、出版：文春文庫）が決定した。 

以上 

＜添付資料＞ 

資料１：第９回大阪ほんま本大賞 『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』 

（大島真寿美 著、文春文庫）に決定 

資料２：第１２回「なにわなんでも大阪検定」案内チラシ 

【お問合先】 

大阪商工会議所 地域振興部（田中、西田） 

☎ ０６-６９４４-６３２３ 

       

 

 

 

記者配布資料 

「なにわなんでも大阪検定」（主催：大阪商工会議所）（以下、大阪検定）は、大阪の問屋と本

屋が選ぶ大阪の文学賞「Osaka Book One Project（通称：大阪ほんま本大賞）」（主催：Osaka Book 

One Project 実行委員会）とタイアップしているが、このたび今年の大賞に、『渦 妹背山婦女庭

訓魂結び』（著者：大島真寿美、出版：文春文庫）が選出され、８月３日(火)より大阪府内および

関西近隣エリアの書店（約９００店）で店頭展開が開始される。 

大阪商工会議所では、大賞に選出された作品からも大阪検定の問題を出題するほか、大賞受賞

作の店頭展開にあわせ大阪検定のＰＲを連携して実施するなど、大阪検定を通じた大阪に対する

郷土愛とシビックプライドの醸成につなげていく。 

（第１２回大阪検定は１２月１２日（日）に実施、申込締め切りは１０月１９日（火）） 



報道関係者各位 

2021年７月吉日 

OsakaBookOneProject 実行委員会 

 

第 9回 大阪ほんま本大賞 『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』（大島真寿美 著、文春文庫）に決定 

～2021年度 OsakaBookOneProject「大阪の本屋と問屋が選んだ、ほんまに読んでほしい本」～ 

 

第 9回 大阪ほんま本大賞に、『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』（大島真寿美 著、文春文庫）が決定いたしました。 

※受賞書名についての報道は 7月 25日（日）付朝刊、テレビ・ラジオ・ネットメディア他は同午前 5時解禁でお願い致し

ます。 

 

 OsakaBookOneProject（以下、OBOP）は、「書店・販売会社の垣根を越えて、大阪に関する 1冊の本を、力を合わ

せてみんなで売る。そして、そこで得られた利益の一部で、子どもたちに本を寄贈する」という趣旨のもと、関西の書店員・販売

会社社員の有志で集まり、立ち上げられたプロジェクトです。 

大阪ほんま本大賞は、大阪に関係する著者・内容の既刊書籍を掘り起こすという趣旨から、「大阪人にお薦めする、大阪

に関係する小説」を対象に、出版社・書店員からの推薦作の中から大賞を決定するものです。 

 

 OBOP事務局では、販売目標部数を 5万部とし、2021年 8月 3日（火）より店頭展開を開始し、翌年 1月末まで

の販売期間、大阪府下及び関西近隣エリアの書店約 900店での大々的な販売、および今後もこの取組を通じて、地方か

らのベストセラー創出、社会貢献に取り組んでまいります。 

 

■歴代受賞作一覧 

 書名 著者 出版社 

第１回 銀二貫 髙田郁 幻冬舎 

第２回 仏果を得ず 三浦しをん 双葉社 

第３回 すかたん 朝井まかて 講談社 

第４回 勇者たちへの伝言 いつの日か来た道 増山実 角川春樹事務所 

第５回 幻坂 有栖川有栖 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

第６回 阪堺電車１７７号の追憶 山本巧次 早川書房 

第７回 天下一の軽口男 木下昌輝 幻冬舎 

第８回 たこ焼きの岸本 蓮見恭子 角川春樹事務所 

  累計販売冊数は約２１万部、累計図書寄贈金額は約７３０万円となっております。 

 

■作品・著者紹介 

文春文庫 『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』  大島真寿美 著  文藝春秋 

税別価格： 790円  ISBN コード：978-4-16-791730-2 

 

虚実の渦を作り出した、もう一人の近松がいた── 「妹背山婦女庭訓」や「本朝廿四孝」などを生んだ 人形浄瑠璃作

者、近松半二の生涯を描いた比類なき名作！   江戸時代、芝居小屋が立ち並ぶ大坂・道頓堀。 大阪の儒学者・穂

積以貫の次男として生まれた成章。 末楽しみな賢い子供だったが、浄瑠璃好きの父に手をひかれて、芝居小屋に通い出

してから、浄瑠璃の魅力に取り付かれる。 近松門左衛門の硯を父からもらって、物書きの道へ進むことに。 弟弟子に先を

越され、人形遣いからは何度も書き直しをさせられ、それでも書かずにはおられなかった半二。 著者の長年のテーマ「物語は

どこから生まれてくるのか」が、義太夫の如き「語り」にのって、見事に結晶した長編小説。  

資料１ 



 

著者プロフィール： 大島 真寿美（おおしま ますみ） 

１９６２年愛知県生まれ。９２年「春の手品師」で文學界新人賞を受賞しデビュー。２０１１年刊行の『ピエタ』は第九

回本屋大賞第三位。２０１９年『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』で第１６１回 直木賞を受賞。 

 

■今後のスケジュール 

 2021年 7月 25日 （情報解禁日）Osaka Book One Project ホームページ、各種 SNS にて情報解禁 

 2021 年８月３日   書店店頭にて文春文庫新刊として一斉販売開始 

 

■大阪検定とのタイアップについて 

大阪に対する郷土愛と誇り（シビックプライド）を醸成する「なにわなんでも大阪検定」（主催：大阪商工会議所）と 

タイアップし、「大阪ほんま本大賞」を受賞した『渦 妹背山婦女庭訓魂結び』から、同検定の問題が出題されます。 

（初級・上級とも） 

 

※なにわなんでも大阪検定とは（公式サイト：https://www.osaka-kentei.jp/） 「歴史」「ことば」「食」「スポーツ」 

「芸術・娯楽」など様々な分野から 大阪に関する"おもろい"問題を出題する検定試験。 

2009年から始まり今回（12 月 12日（日）開催）で 12 回目を迎え、受験者数は延べ 3 万 7千人を超える。 

今年の試験は「世界遺産 百舌鳥・古市古墳群のある街」をテーマとして、一昨年、世界遺産に登録された 

「百舌鳥・古市古墳群」および堺・藤井寺・羽曳野に関連した問題が出題される。 

 

※例年、実施しております「大阪ほんま本大賞 授賞式ならびに爆売祈願会」は昨年度同様、今年度についても 

実施を見合わせております。 

  著者インタビュー等の取材につきましては、ご要望いただけましたら、リモート取材などの対応を検討させていただきます。 

  ぜひ、下記窓口までお問合せをお願いいたします。 

 

■ 本件に関するお問い合わせ・取材申し込み先 

OsakaBookOneProject 実行委員会 事務局 

 

楽天ブックスネットワーク株式会社    宮崎      ℡ 06-7638-9185 

株式会社 トーハン  上畠  ℡ 06-6454-1013 

日本出版販売株式会社  久保  ℡ 06-6343-3354 

https://www.osaka-kentei.jp/
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